
議
案
第
八
十
九
号

磯
貝
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
1
部
改
正
に

つ
い
て

次
の
と
お
｡
聴
負
の
分
限
に
関
す
る
手
続
哀
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
･
J
J
覧
い
て
､

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
竺
項
の
規
定
に
よ
｡
､
本
義
会
の
議
決

を
求
め
る
｡

昭

和

六

十

年

九

月

五

日
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三

　

朝

　

町

　

長

　

　

橡

　

　

村

　

　

喬

　

　

成

昭
和
大
給
串
九
月
拾
夢
日
　
額
棄
可
決

三
朝
町
警
観
象
名
養
輿
由

ノ
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･

-

　

　

　

"

　

,

3

t

 

l



三
朝
町
条
例
第

早

J
ぅ
磯
濁
ノ
　
〆

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
条
例

㌔

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
開
す
る
条
例
(
周
-
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
属
九
号
)
の
1
･
部

を
次
の
よ
.
う
に
改
正
す
る
｡

第
1
粂
中
｢
第
二
十
八
粂
竺
二
項
｣
の
下
忙
｢
及
び
第
四
項
｣
牽
'
＼
　
r
効
果
｣
の
下
に
｢
並
び
に
失
職
の

事
由
の
特
例
｣
を
加
え
る
｡

第
五
条
を
第
六
各
と
L
t
琴
四
条
の
次
に
次
の
1
　
条
を
加
え
る
｡

(
失
破
事
由
の
特
例
)

第
五
粂
　
任
舟
権
垂
は
'
法
第
十
六
条
竺
1
号
に
酪
当
す
る
に
至
っ
た
磯
貝
の
う
ち
刑
の
執
行
を
猶
予
さ
れ

た
者
に
つ
い
て
は
'
そ
の
事
故
が
過
失
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
'
か
つ
､
そ
の
情
状
を
考
慮
す
る
必

要
を
特
に
認
め
た
と
き
に
限
り
､
そ
の
我
を
失
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

r
q
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
職
を
失
L
ゎ
な
か
っ
た
職
員
が
刑
の
執
行
猶
予
を
頼
り
消
ざ
れ
た
と
き
は
'
そ

の
戦
を
失
う
も
の
と
す
る
｡
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1

こ
の
条
例
は
'
暗
和
六
十
年
十
月
1
　
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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